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クラフト紙筒を使用したガス安全度

(懸吊)試験;去について

〈昭ホ132勾t6 J! 28日受"l

古田正. l抑制l作・ I日中雅夫・松本栄・戸辺雅行

(a..健制階以駿断"16 舗〉

タラフト宮筒Eまは内径 55mm 1;l.ぴ 35mm のこ健，

[II]世験要領

本世駒酎左翼控症婿試微量育伊之ヶ谷失脚聞こおける

爆発院政批迫η において相主れたo (Fig.!) の如〈鱒

発R耐え遣の爆発量の中心に間以tじん捌から径 2mm

の鉄線で，爆薬の3を喫された絞筒(!刈除目的によって

多少異なる〉をこれに拍ぴー肢に恥官舶に平行中心部

に固定した.

E可輯官

民監爆郊の安全度目融自主大別して臼砲拭酷と懸品

目験"-ぴ海切日程試験と分領されるが，この中Jl[に多

少部分的に変った附属品置叉は船ふt;，使用した符餓R

酷さ'n;がある.本試験由主，糊拘腹筋島撒g、では安全

j庄の低い限ヨ憶に勾しては非常に小涯の盟揮を慰問して

b嘩食されるので，努暗攻窃 cl安l認される 2∞gr J.人上の

処奨拶目に対しては，多少実l!l 1ヒ分慢した傾向があり，

叉!!，J;1~瞳芝生は貌盟の感商が非常にまl' 7-51火に修.r

ると去はれる点，文一方安全度の商い縁者誌に対して

は，坑道内に軽局される時長い鯵状燭業列となりそれ

で方玩窃1)1:ま来世-rる乙ともあると云はれる師、ら

タラ 7 ト紙筒を使胤し，この中1こ爆郊を3主!IIし，紙舗

中にて5滋実させたいと場へて，タヲァト銃徳を使IIIす

る懸吊開設さ去を後討し，その実験例について者修復し

た.
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隠さはみれ 6， 8mm の各国，紙簡のま量さは何れも

酷， m であり，このために輸に平行に懸抽するニとは

'&:!るである.

臼砲側の自瞬間開〈即ち医!Ii)から燥野 Eの}描 t

では，その阪国の引火に対ずる影響を考へて，大I<

1.3m を甜叫した.

日I可 ヲラフト桓簡を使用した理由

(:I) -世に炭鉱匂障の11. 1ち'勾換を符ふ渇合，その

胤闘をバラフイ ν怯等で脅〈こ kにより，不引火極 lit

をm加し，反対』こ爆薬包に型けロを作ることにより，

=1"€t 1火極 Z誌を滋ずることは知られている また，燦務

長会密度筒の引火酷止を考へる治合，高温燭発生成，，~

とメタ γ仰の砲を卸会舗を酷惜副沼離と摺糊謂

制5をなすイ昨 b晦繁とにのキ Tられる泡，これと開銀

タ"ト紙由で箆覆されることに依り z 】億牧師酬の

饗司馬を含むものと考へた，

(b) fJ}j\関揖ロ回路ヌ徹哉とJ'!な札特に愈察官虫

の仙望日産への郷乱 E射による干渉や出 a惑の大小が

引火にl!i得することに. Bern:lI"dLewis, Guethcr

VonElbe'η 氏，叉英国同 Elwyn }o :l es l)えが述べる

所であって紡織な爆薬剤が外商を彼はれることに依

り， !園祭滋の多少の滋変，高温ヌ'1";えのハイプ敵併後の

噴出 爆発の際の様当直の飛倣位予の事~R>1:等が，爆発の

瞬間からパイプ舷併の時間のおくれにより修容をもう

であるうと考へた o H.C.Grimshaw') 氏の知情に

は安金鉱簡を燦郊の半周周に附して鶴間像発写実をと

って t るが，ニの治会も同級なことが考へられる.

勿酋開綾な r~ さ 2 ， 4, 6.6mm の紙筒を通遺した

ml!&も引火に影響するであるうことは当然である

が，後諜法の場合 t∞.'で引火するものも200-- 300

.'松皮の煩臨で突酷 rることとなり，この方が実織

は韮除夜が良いと oj へた.ーカ安全度の商い燭薬に蝕

して、不爆鈴子の熟敏が環程度防げるであろう.
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るのであるから第一部副主口元に肉ってE巡目げること

となり，一回のE対起爆直であり，第二禁包， 11131区

包法正起組盟となるから， I!l-曹包の口元に骨ずる修

容は当餓凶るもので，0:対対起辺型と貿易長な銀到な傾

向1).(.3) 及び (Fig. 6JI乙見られる.

(') 眠筒の厚さ (2・<， ι8mm の歯車問では〉の

婚2町民つれて引火事が下る.これは側面方向の引火因

子が，これらの三つの亜の何れにも第容をもっと去ふ

ことを録申to (夜九 2， 3)

【 'J 紋簡の径による 5・については， φおmm.

φ日mm ではあまり俊英が見られないが，爆郊の潔包

径が:lO mm と 32mm ーでは引火 Z俸は後宥が大である.

E袋'J(磁 3 ， Fig.6).

(6) これらの興酷抽架から見て正起処置は主とし

て側面的問火因子が修卿し，Iii:対起後盟では次の爽騎

例E の鮪黙と'ifへて綴方向の引火因子か 3 と々考へられ

る.

表 4 反対鑑 u・lI!， .向〆イ""による

炭酸繍呆〈俵鏑厚さ 6mm»

宅支

一

一

庁

毘

汀

一

JO

6.10

4 ヲ.,

E叱l 実感剖-n _の方向性についτ

実!!Ill.ぴ埠唱で iZ回路から打ち幽されたIt.習は

筑週鍍及び自路0・の医圃僚のために筑遭翰中心舗に

f町田〈然保)が幽毒揺ることによりて引火することも述

べられている刷、これが.:1£起爆型と zm亀@盟の引

火織の野常早大きな盤民のー因乎として入るかどうか

について i 正鼠燥型の栂合の懸命方法を反対として，

即ち， m湿の方向はE対起爆型と関じとし実践した.

厳1n1i滋は (Fig 刀でその鋪掃は(l毎日に骨れ

この鈍揮を見ると本筑遣においてお mm 領".-リ

ヲト200- 3α羽g. 伎では，その伝爆方向による盤貝は

裂はれなかった.

即叫閣で述べ桔時雄璽と匡対起哩離の鋭揮の 91

火識の釜異は傭査方向の図子江間じとして，その IW

による悠点が磁来るとか，又は干渉の hの単!kの修'

1:)1;まれなかったと 1 ・うこ主である o (葺し慣聞の伝置

の方向iま同じとしたが，定超緩型では信曙の先端 lこ込

邑があり反対起$Jm! lま閉口であるので，ここに鐙果が

出ることになる.しかも閉口甥の (D】が治加すると

"
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引火番組1上るこ c I:' ，続方向の事臥也子;1)1!"b~大で

あるニとをB:»す.

, OS 蕊....臣民よる信組方合の OJ.につk て
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[v町昔話

ーとに述べた鯖却、は此簿の実践を符う前に予備的な儀

錯央級"の後に符われたものでタヲ 7 ト輯句の使1ftの

目的は務分遣せられて居ると考へられ. !'，\\総監...の

ー世及型と'!fへられる.

期ち臨終司自砲による醐.'不引火検a"ものは従

業の懸局次畿では阻"'，前後の"のであるが， ζれを

2∞駅前後で待うことにより，同系統の爆灘の比敏安

全度以践が符はれる.高安全度のfi\\lIに嵐する燭郊と

綜されるものについても努曲中である.

若々としては，韮鐙爆型.反.，包爆盟何れのHI.長者ど

とるとしても>lOg，前後で央般を符ぃ.ニ務包として

ξ辺曹司鳴も考へた混濁使用の努包に返かい慮で待う ζ

とを自慢としている.そして爆湧間は従茅ぜよりも，

段週中心総，こ平符に艮豆憶に副量定されるニとが働架る

し，lE包混盟では不発.夜濁の莞喧1ま防ぎ得る.

これらの実検から得た結集としては〈イ】俵衡の厚

さ 2-5mm の恒度で広録o手の勿加』ζつれて~I火事

はl.11寸る. (..)鑓実径のお-30-32mm のもの

は鍵'*と同じに実踏の小なものが安全度I23たである.

〈ρ〉伝田径 "mm と凶mm のものでE組閣起型で

は著しい塗炭がI!Iめられない.

第τ賓の笑齢例・からJ()mm 箭録

程度では鑓建の伝穆h肉による盤築がII!!hられない.

これは便面自慢でのII:鯵5". ff;えの状況は間じであり，

/iJlll支のE婚した修符があるかどう b噌舗耐しず'::./J~.

著しい鐙呉がないということに反安描曙盟の口if:の

影容が大きい引火由子であり l ての 11]C附近における

銅盤滋の滋置が;スの'lIUは回砧'm硲なる引火鴎乎があ

ることを払寸0・ これにつt ・τは碕先号唱の研究が必

袈である.

尚薄手程拡発i之・緩局際薗芝生のー認として行はれたも

ので， I朝刊ヲ7>1廷闘は統選外 t臼砲の位置】に露

俗 L. 白磁院副との個速巳ついて考究した"~.

銭引こノJ炎蜘こ院療を提供して協力IIいた忽jt02

KK , AJ主カーリヲト KKlこ渓〈齢窓を哀します.

〈本報告中一間三個宗国年程度ヱJ!火素埠研究費裏金

に発炎》
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タヲヲ争絞簡を使用したガ及安全.. (四匹目島〉猷験につt て

SuspensionTestofPermissibleExplosivescharged

inACraftｷPaperPipe

byT.Y田hida ， S.Akaha, M.Tanaka, S.MatsumotoandM.To出

お3

A craft-paperpipeof35or55mmin

diameter, 850mminlengthand2, 4, 6 or

8mmin thick 町田 has beenusedasa

∞nta!田r of a perm閣ible expl田，ve

suspe吋cd inagallery.As onc 民湾問

Fig.2, a , candb , adirect-, inve毘eo ， or

intermediate-shotofacartridgetrain

of200-300gramisfiredto 配e ifitigniｭ

testhemethane-airmixture.eef.Fig.7)

Resultsobtained

1) Thelimitchargequantityforigni

tionofthegas mixture in 口日間 s on

comparisonwiththe回目。 f suspension

testusingabarecartridge

2) Amo問 exact com凹n田口 with the

similar explosives 回n bemadeunder

variousconditionsofthediameterand

thicknessofthepipe as 、ve Il as the

、，veight ofthecharge,

3) Theignitionprobabilitydeer 明記 S

33

asthe thick 即時 of thepipe increa 担s

from2to8mmandasthechurgediamｭ

eterdec 目a担s from32to 却 or to25mm.

thesafetyformethaneignitioni田町 a盟S

4) Ge 冊目lI y， thedirect-shotissafer

formethaneignitionthanother.types

are. In ca 田 of adirect-shot, theigni
tionofmethanemaybemainlycaused

byalateraleffect(hotgasorshock

waveoritscollisionwithwall) ，while 回

目白 of ain時間c-shot， theigniti 田町 ems

tooccurinthemuzzlespacebyanaxial

effect.And in 田町 of aintermediateｭ

shot, asthefrontcartridgeisshotfive
r田Iy thesituationisrathersimilarto

theinver 匝shot type

5) In 国間 of ainverse-shot, thediamｭ
eterofthepipe, 35or55mm, givesno

app 目ciable difference

(Re 田urces ResearchInstitu 胎〉
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吊し爆発によるメヲシ着火に就て

〈昭和"年 7 月 1 日受頭〉

大

〈旭化或ヱ祭種間工場)

JII ,iii

1 輔君

優業の爆発によるメタソ きを気混合ヌアスの点火の主

な陸予としては，申火焔，園生成ガスの残余反応j 曲

白書票数乎，申鍋撃滋静があげられてしる九

本線では円筒形鉄製?草加府で，吊し爆発方式での各

種炭鉱周爆演によるメタゾ袋気温合グスの荒野火の状況

を箆移民四曲程度の高迎医療修会してPJられた字英

より，河野火が主として釦刷なる因子によるものである

かを考察した結集に就て職'l:-i-tる.

2 実験方去

--，，.ー
(.f lO'‘叫

司 明
仏込il:系~ ，t企Jt>Jラ

図 1 決験裟置

2,] 5受遊

園 I t:こ示したように直径92cm. 長さ 1000m， ，享さ

IQmmの鍛調容器の中央に爆業を吊し，25総の~絡は

透回セロハン紙て倒め，爆);lによるメタγm火の状況

を慾隊式 16mm高速度カメラて毎秒民間曲純度で揖

5移した。

.GMには~待用フアγがあり，メタγガス漫度は

9.0%'m:近に鶴illlした。メタγは千葉県火!J.警のボゾ

ベ入りのものを使用しt~o

2 ・2 爆裂

い〉 俊漏した怨ヨ憶は自結〆イナマイト，M袋爆薬，

L'D 構安ダイナマイト及び目池復こ号特前安ダイナ

マイトである. 1\';!l\は予備実験により，この設置での

活火限界鶏危を求めてその!付近の薬震及びEに!J.訟の

ものに枕ても突昼食した.

(2) 使用銀業の形状は芸家状着実いは総状で，復遣は

宍々の包笈紙で行}った. Ide伏のも明ま径 32mm の管

湿のt!t縄入りである.

(3)路耽のものの吊し方向は黍直に吊した腸合と

殺の袋織と容器の長率誌とを}蛮せしめて水平に吊った

鳩合とがある.己れらはその都度記スした.

3 実験結果

1) 出総ダイナマイト

この後世 Eでは白梅'"では不着火， 50S 且上で街

火ずる. 50g(球状 ).ωS (依状). 75g(鯵耽)，切 g

線状での碕火状司を割自修した。それらの円.sa g (球

札 4悶曲串〉及び ωg 情状， ，抑制 f秒〉の目散

状況を写実に示した.

2) 矧安爆薬

70g(球状， ，α沼崎 1秒)での沼火状況を写真に示し

た.

3) 自治製二号特硫安ダイナマイト

224g(修状 112gx2 本，績に抱かせたもの，容 ill の

長鯖と議録左をー骨せしめて水平慰霊，<7路島秒〉の

】苫火状記を写真に示した a

。 LD 桔安ダイナマイト

iωg 晴世田 gx2i伝， I粛に勉かせたもの，容器の

長f1iと桑唱とを一致せしめて水平懸豊島."矧曲砂〉の

渚火状況を写真に示した.

4 実験結果の考轄

このような円徳容総での吊し爆発での点火の因子と

しては田2に最rように. (I) 火花組いは釣微組子，

(2) 船墜における反kl箇撃滋， (3) 反射集中衝撃波，

〈の爆磁生成jf;えのWillによるメタソ空奴ill合ガス

の断fIo.B'拍. (5) 鈴状技ヨ誌では国許jトるようなポケヮ

ト部分での火描，留軍滋の干渉， (6) その他これらの

勝因子の務E作用が考えられる.

この焚験でI~られtel古来では主としてどのような因

子で荷:1<:1)'.起っているのであろうか.以下写真の渚火

の状況より考察することとするB 勿噛この写rlでは鋼

惑E函は不闘で，着火というもフィルム巳感光せる怖

より判定せるものである.
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